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「登高行」その後について

山形大学学術研究院・山形大学蔵王樹氷火山総合研究所　柳　澤　文　孝　

　これまでで最も古い大正10年の蔵王のアイスモ

ンスターの写真が大正10年に出版された「登高

行」３年で見つかったことをご報告いたしました。

　「登高行」の１年から17年までを調べ、内容（＊

年：号　出版年月　＊樹氷のある地域：王　西吾

妻　その他の樹氷地　＊合宿等の期間　＊著者名

　＊ 記述内容：アイスモンスターについて　エビ

ノシッポについて）をまとめました（表　図

１－図47）。

　大正10年の登高行３年の写真と紀行文をきっか

けに「樹氷」「蔵王」「スキー」という認識が全国

に広まるとともに、スキー場の開設にもつながっ

たことが分かってきました。

⑴　蔵王（宮城側）
　大正13年発行の登高行５年によりますと、大正

12年に遠刈田温泉組合により蔵王（宮城側）の賽

の磧にスキー場が開設され、スキー場の端に２階

建てのスキー小屋（賽の磧小屋）が作られまし

た。登高行にも遠刈田温泉組合による宣伝のペー

ジがあります。なお、大正10年に鉄道省が発行し

た鐵道旅行案内の鳥瞰図はありませんが、大正13
年の鳥瞰図にはスキー場（賽の磧）がのっていま

す。

　登高行５年の峨々温泉の宣伝のページに賽の磧

のスキー場から上山や高湯（蔵王）へ抜けるいく

つかのコースの記載が載るようになります 。昭

和２年１月の官報には、峨々温泉について、熟達

者むけのスキーコースとして記載されています。

　　

⑵　五色温泉スキー場
　五色温泉スキー場は明治44年に開設された日本

最古のスキー場です。西吾妻に冬季登頂した人の

紀行文や、慶応大学山岳部が大正初期から行って

いた冬季合宿の記録にも「樹氷」の記述はありま

せんでした。大正13年以降の登高行の西吾妻の記

録や紀行文には「樹氷」が頻繁に登場するように

なります。五色温泉スキー場にある宗川旅館の登

高行４年の宣伝のページには「樹氷」はでてきま

せんでしたが、登高行５年から出てくるようにな

ります。登高行５年には樹氷っぽい絵の描かれた

宣伝のページもありました。

⑶�　「エビノシッポ」について
　登高行７年には「エビノシッポ」の記述があり

ます。今のところ、「エビノシッポ」について最

も古い記述です。

⑷　スキー場開設について
　昭和10年発行の「日本スキー発達史」という冊

子によりますと、賽の磧で最初にスキーをしたの

は大正10年の慶応大学山岳部と記されていまし

た。賽の磧で初スキーをした後に、宮城県側から

山形県側まで冬季初踏破したことになります。つ

いで、大正11年～12年には東北帝国大学や旧制二

高の山岳部が賽の磧で冬季合宿を始めます。これ

らを契機に大正13年になって賽の磧にスキー場が

作られたことになります。

　賽の磧スキー場開設の影響は山形側にもおよん

でいたようです。伊東五郎先生の著書（蔵王50年
の歩みとスキーの発達）に大正14年に起こった矢

吹事件のことがでていました。大正14年のはじ

め、高湯温泉（現在の蔵王温泉）に矢吹なる人物

が、賽の磧スキー場を開設したのは自分であると

称して訪れ、こちらでもやりませんかともちかけ

たようです。高湯温泉では大いに乗り気になった
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のですが、矢吹なる人物は山形市に行ってくると

いったまま帰ってきませんでした。おかしいなと

思っていると、そのうち山形市で金品をだまし取

る詐欺師がでたとして新聞に載ったとのことで

す。それはそれとして、高湯温泉では大正14年に

スキー場開設の機運が盛り上がり、秋田営林署に

森林伐採の許可を申請し、大正14年～15年に蔵王

温泉スキー場が開設（今のロープーウェイの乗り

場付近）されたようです。

⑸　樹氷について
　慶応大学山岳部が冬季初踏破した大正10年代に

は、大学や山岳会がきそって、日本各地の山々の

冬季登頂・冬季初踏破を行っていました。その中

で、各地で樹氷が見つけられた（認識された）と

考えられます。植物学者の田邊和雄氏の手記によ

ると、大正10年代に北海道を始め各地の樹氷を見

て歩いたとのことです。大正10年代以降、樹氷を

見るために各地を訪れた人はかなり出てきたので

はないかと思います。 図１　登高行第１年　表紙

図３　登高行第３年　表紙図２　登高行第２年　表紙
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図４　登高行第３年　目次１

図５　登高行第３年　目次２
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図６　登高行第３年　手記の１

図７　登高行第３年　手記の２
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図８　登高行第３年　手記の３

図９　登高行第３年　手記の４
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図10　登高行第３年　手記の５

図11　登高行第３年　手記の６
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図12　登高行第３年　樹氷写真１

図13　登高行第３年　樹氷写真２
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図14　登高行第３年　樹氷写真３

図15　登高行第３年　登山行程
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図16　登高行第３年　奥付
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図17　登高行第４年　表紙

図18　登高行第４年　宗川旅館広告　樹氷なし
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図19　登高行第５年　表紙

図20　登高行第５年　遠刈田温泉組合広告
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図21　登高行第５年　峨々温泉・吾妻屋広告

図22　登高行第５年　宗川旅館広告　樹氷あり
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図23　登高行第６年　表紙

図24　登高行第６年　新設小屋１
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図25　登高行第６年　新設小屋２

図26　登高行第６年　吾妻山手記１
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図27　登高行第６年　吾妻山手記２

図28　登高行第６年　吾妻山手記３
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図29　登高行第７年　表紙

図30　登高行第７年　エビノシッポ
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図31　登高行第７年　新道小屋

図32　登高行第７年　蔵王越え上ノ山へ
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図33　登高行第８年　表紙 図34　登高行第９年　表紙

図35　登高行第９年　コーボルト滞在
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図36　登高行第10年　表紙

図38　登高行第12年　表紙

図37　登高行第11年　表紙

図39　登高行第13年　表紙
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図40　登高行第14年　表紙 図41　登高行第15年　表紙

図42　登高行第15年　回想録１
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図44　登高行第15年　回想録3

図43　登高行第15年　回想録2
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図45　登高行第16年　表紙

図47　登高行第６年　別冊表紙

図46　登高行第17年　表紙
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田

温
泉

組
合

ー
ー

賽
の

磧
と

清
水

原
に

ス
キ

ー
場

を
建

設

賽
の

河
原

ス
キ

ー
場

の
開

設

ー
ー

館
旅

川
宗

ー
ー

）
泉

温
色

五
（

伝
宣

ー
樹

氷
の

か
げ

に
日

を
浴

び
て

宣
伝

文
に

樹
氷

を
使

っ
た

最
古

ー
ス

キ
ー

練
習

（
五

色
温

泉
）

ー
大

正
1
3
年

1
2
月

3
1
日

か
ら

大
正

1
4
年

1
月

9
日

ー
ー

ー
ー

ー

ー
冬

の
吾

妻
山

ー
大

正
1
3
年

1
2
月

3
1
日

か
ら

大
正

1
4
年

年
1
月

9
日

漆
山

己
年

夫

１
６

０
０

米
あ

た
り

か
ら

、
も

う
ス

ッ
カ

リ
針

葉
樹

林
に

成
り

切
っ

て
し

ま
っ

た
。

雪
と

氷
に

固
め

ら
れ

た
針

葉
樹

は
ギ

ラ
ギ

ラ
と

日
光

に
輝

い
て

青
空

と
調

和
し

て
す

ば
ら

し
く

美
し

い
。

・
・

・
壮

麗
な

樹
氷

に
輝

く
針

葉
樹

の
間

を
縫

っ
て

西
大

巓
ま

で
一

気
に

登
っ

て
来

て
し

ま
っ

た
。

・
・

・
樹

氷
に

包
ま

れ
て

美
し

く
ゆ

っ
た

り
と

裾
を

引
い

て
い

た
。

・
・

・
中

吾
妻

の
み

は
常

に
美

し
い

樹
氷

の
針

葉
樹

に
蓋

は
れ

た
姿

を
見

え
て

居
ま

し
た

。

ー
ー

吾
妻

で
も

樹
氷

の
用

語
が

使
わ

れ
た

登
高

行
（

５
）

大
正

1
3
年

1
2
月
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蔵
王

ス
キ

ー
登

山
ー

ー
大

正
1
4
年

1
月

5
日

か
ら

9
日

今
岡

義
夫

・
齋

藤
長

壽
郎

7
日

　
左

手
は

杉
ヶ

峰
の

辺
り

、
お

伽
噺

の
國

の
や

う
に

一
面

に
雪

人
形

が
立

っ
て

い
る

。
間

の
な

く
自

分
達

の
廻

り
に

も
首

を
傾

げ
た

人
形

が
點

々
と

現
れ

出
し

た
。

7
日

　
プ

ル
フ

ァ
ー

の
地

帯
を

過
ぎ

で
、

針
状

の
結

晶
と

な
る

。
・

・
・

右
手

に
針

状
雪

の
大

き
な

塊
が

あ
っ

た
。

そ
の

裏
に

廻
っ

て
調

べ
た

時
に

、
そ

れ
が

刈
田

岳
の

お
宮

で
あ

る
と

知
っ

た
喜

び
。

・
・

・
熊

野
岳

ま
で

行
け

る
と

思
っ

て
、

直
ち

に
出

発
し

た
。

途
中

、
所

々
に

道
標

が
針

状
雪

の
衣

を
着

て
い

る
の

が
あ

る
。

8
日

　
帰

り
に

、
自

分
達

は
新

設
小

舎
に

入
っ

て
休

ん
だ

。
こ

の
小

舎
は

、
最

近
出

来
た

も
の

で
、

二
間

半
に

三
間

位
、

二
階

建
の

相
当

頑
丈

な
も

の
だ

。

新
設

小
舎

に
つ

い
て

の
記

載

ー
ー

立
山

剣
岳

ス
キ

ー
登

山
ー

ー
日

7
1

ら
か

日
1

月
1

年
4

1
正

大

弘
法

茶
屋

の
ヒ

ユ
ッ

テ
の

み
で

も
来

る
価

値
が

あ
る

。
・

・
・

樹
氷

が
美

し
い

。

ー
ー

ー
あ

る
小

屋
の

日
記

（
吾

妻
精

煉
所

）
ー

大
正

1
4
年

3
月

2
5
日

か
ら

4
月

7
日

ー
助

之
法

村
中

雪
の

結
晶

は
美

し
い

窓
飾

を
作

っ
て

い
た

。
ー

ー

ー
宣

伝
（

五
色

温
泉

）
ー

ー
宗

川
旅

館
樹

氷
の

か
げ

に
日

を
浴

び
て

ー

ー
宣

伝
（

五
色

温
泉

）
ー

ー
二

階
堂

旅
館

東
北

の
壮

観
　

吾
妻

山
ー

ー
吾

妻
山

精
煉

所
ス

キ
ー

練
習

ー
大

正
1
5
年

3
月

1
8
日

か
ら

3
月

1
5
日

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

鹿
沢

四
阿

山
大

正
1
5
年

3
月

2
3
日

か
ら

4
月

1
日

ー
ー

ー
ー

ー

吾
妻

山
精

煉
所

、
蔵

王
山

吾
妻

山
精

煉
所

、
蔵

王
山

ー
大

正
1
5
年

3
月

2
8
日

か
ら

4
月

4
日

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

四
阿

山
、

浅
間

山
昭

和
1
年

1
1
月

2
0
日

か
ら

2
4
日

ー

四
阿

は
中

腹
よ

り
上

　
樹

氷
　

美
し

く
、

粉
雪

深
く

、
寒

そ
う

な
り

と
て

、
二

人
と

も
恐

れ
を

な
し

て
、

二
千

米
を

超
ゆ

る
僅

か
に

し
て

尾
を

ま
け

る
は

後
に

想
ふ

に
恥

ず
べ

き
も

の
な

り
。

ー
ー

ー

吾
妻

山
、

蔵
王

山
吾

妻
山

、
蔵

王
山

ー
昭

和
1
年

1
2
月

2
1
日

か
ら

昭
和

2
年

1
月

1
日

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

ー
ー

ー
日

0
3

ら
か

日
3

2
月

2
1

年
1

和
昭

ー
ー

山
王

蔵

ー
ー

四
阿

山
昭

和
1
年

1
2
月

2
6
日

か
ら

昭
和

2
年

1
月

3
1
日

ー
ー

ー
ー

ー

蔵
王

山
越

え
上

山
へ

山
ノ

上
ー

ー
ー

ー
日

3
ら

か
日

1
月

1
年

2
和

昭
ー

ー

ー
五

色
温

泉
ス

キ
ー

練
ー

昭
和

2
年

1
月

2
日

か
ら

7
日

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
四

阿
山

昭
和

2
年

1
月

3
日

か
ら

8
日

ー
ー

ー
ー

ー ー
ー

ー
ー

ー
日

5
月

1
年

2
和

昭
山

阿
四

ー
ー ー

ー
吾

妻
青

木
小

舎
付

近
ス

キ
ー

練
習

ー
ー

ー
ー

ー
日

3
1

ら
か

日
2

月
2

年
2

和
昭

ー
雪

中
野

営
の

一
経

験
ー

昭
和

2
年

2
月

2
日

か
ら

1
3
日

片
山

弘

東
大

巓
の

三
角

點
は

予
想

の
通

り
だ

だ
っ

ぴ
ろ

い
。

樹
氷

が
き

れ
い

に
唉
い
て
、
ゴ
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ

う
に
な
っ
て
、
樹
氷
の
中
へ
突
っ
込
ん
で
、
で
か
く
こ
ろ

ん
で
ス
キ
ー
を
折
っ
た
。

ー
ー

ー ー
ー

ー
ー

ー
日

2
1

ら
か

日
1

1
月

2
年

2
和

昭
山

阿
四

ー
ー

登
高

行
（

６
）

大
正

1
4
年

1
2
月

登
高

行
（

７
）

昭
和

4
年

7
月
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ー
ー

ー
ー

ー
日

4
2

ら
か

日
5

1
月

3
年

2
和

昭
山

手
横

ー
ー ー

ー
北

海
道

ス
キ

ー
練

習
昭

和
2
年

1
2
月

2
0
日

か
ら

昭
和

3
年

1
月

1
0
日

ー
ー

ー
ー

ー

ー
五

色
温

泉
ス

キ
ー

練
習

及
び

吾
妻

山
精

煉
所

ー
昭

和
2
年

1
2
月

3
0
日

か
ら

昭
和

3
年

1
月

1
3
日

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

猫
岳

昭
和

2
年

1
2
月

2
5
日

か
ら

2
9
日

ー
ー

ー
ー

ー
ー

五
色

ス
キ

ー
練

習
ー

昭
和

3
年

1
月

2
5
日

か
ら

3
0
日

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
四

阿
山

昭
和

3
年

2
月

7
日

か
ら

1
1
日

ー
ー

ー
ー

ー
ー

五
色

ス
キ

ー
練

習
ー

昭
和

3
年

2
月

9
日

か
ら

1
3
日

ー
ー

ー
ー

ー

刈
田

岳
、

名
号

峯
ー

ー
日

4
1

ら
か

日
9

月
1

年
4

和
昭

ー
ー

神
社

は
全

く
雪

に
包

ま
れ

エ
ビ

ノ
シ

ッ
ポ

の
お

宮
と

な
り

美
観

を
呈

し
た

。
ー

エ
ビ

ノ
シ

ッ
ポ

が
使

わ
れ

た
最

古
ー

ー
ー

ー
ー

日
0

2
ら

か
日

7
1

月
3

年
4

和
昭

ー
所

煉
精

山
妻

吾
ー ー

家
形

山
ー

昭
和

4
年

1
月

3
1
日

か
ら

1
月

3
日

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ス

キ
ー

練
習

（
吾

妻
山

精
煉

所
）

ー
ー

ー
ー

ー
日

0
2

ら
か

日
4

1
月

3
年

4
和

昭
ー

ー
ス

キ
ー

練
習

（
吾

妻
山

精
煉

所
）

ー
ー

ー
ー

ー
日

9
ら

か
日

4
月

1
年

5
和

昭
ー

ー
ー

ー
日

8
2

ら
か

日
7

2
月

3
年

9
和

昭
ー

ー
山

王
蔵

月
9

年
0

1
和

昭
）

９
（

行
高

登
コ

ー
ボ

ル
ト

フ
ュ

ッ
テ

滞
在

ー ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
月

1
1

年
1

1
和

昭
）

０
１

（
行

高
登

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
月

2
1

年
2

1
和

昭
）

１
１

（
行

高
登

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
月

3
年

4
1

和
昭

）
２

１
（

行
高

登
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

月
5

年
6

1
和

昭
）

３
１

（
行

高
登

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
月

2
年

0
2

和
昭

）
４

１
（

行
高

登 登
高

行
（

１
５

）
昭

和
3
2
年

6
月

山
岳

と
ス

キ
ー

の
思

出
ー

ー
ー

鹿
子

木
員

信

ほ
と

ん
ど

森
林

の
な

い
蔵

王
の

東
側

を
登

り
、

さ
し

た
る

困
難

も
な

く
、

蔵
王

の
頂

上
に

立
っ

て
、

白
雪

の
中

に
紺

青
の

湖
水

を
湛

う
る

そ
の

噴
火

口
を

見
お

ろ
し

た
の

は
、

午
後

二
時

頃
だ

っ
た

か
と

思
う

の
で

す
。

小
憩

の
後

、
蔵

王
の

西
麓

に
あ

る
山

形
県

の
高

湯
に

降
る

べ
く

、
徐

々
に

滑
降

を
始

め
た

の
で

す
。

蔵
王

の
山

頂
附

近
は

、
ほ

と
ん

ど
平

ら
か

な
雪

原
で

す
。

一
時

、
蔵

王
に

付
き

物
の

濃
霧

に
襲

わ
れ

ま
し

た
が

、
幸

い
間

も
な

く
霽

れ
て

、
天

空
に

は
、

冬
の

太
陽

が
燦

々
と

輝
い

て
い

る
の

で
す

。
雪

は
乾

い
て

粉
雪

で
す

。
・

・
・

平
ら

か
な

り
し

雪
原

は
、

い
つ

と
も

な
く

、
雪

を
か

ぶ
っ

た
庭

石
を

配
し

た
よ

う
な

場
面

に
変

り
、

そ
の

中
に

、
そ

れ
ら

の
庭

石
は

、
恰

も
五

百
羅

漢
が

、
清

浄
無

垢
な

雪
の

上
で

座
禅

を
組

ん
で

い
る

よ
う

な
た

け
一

メ
ー

ト
ル

か
ら

二
メ

ー
ト

ル
の

雪
達

磨
と

変
つ

て
来

る
の

で
す

。
ま

こ
と

に
此

の
世

の
も

の
と

も
思

わ
れ

ぬ
な

ご
や

か
な

景
観

で
す

。
私

共
は

、
恍

惚
と

し
て

。
我

を
忘

れ
て

、
こ

の
羅

漢
の

間
を

縫
い

な
が

ら
、

滑
降

を
続

け
て

い
く

う
ち

に
、

今
迄

の
羅

漢
は

、
い

つ
し

か
、

雲
を

つ
く

ば
か

り
の

大
入

道
に

変
つ

て
来

た
の

で
す

。
こ

れ
は

と
思

っ
て

い
る

う
ち

に
、

い
つ

し
か

、
大

密
林

の
梢

の
群

れ
に

な
っ

て
了

い
・

・
・

ー
ー

ー ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
月

1
1

年
9

3
和

昭
）

６
１

（
行

高
登

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
月

7
年

9
4

和
昭

）
７

１
（

行
高

登

登
高

行
（

８
）

昭
和

6
年

1
2
月


